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ニ ッ ク リ ッ シ ュ に よ る

リス ク ・マネ ジメ ン トにつ いて の一 考 察

牧 浦 健 二

要旨 ニックリッシュの経営経済学の課題は,「 価値の流れ」 と 「組織の問題」である。本

稿では,第 一次世界大戦により,前 者の 「価値の流れ」が経営と経済にとり大切なことを彼

が再認識した過程を,1915年 に出版された,小 冊子 『事業における戦争 リスクと戦争決算書

のための資産の評価』と,論 文 「戦争中の支払いの流れ」を用いて,検 討する。われわれ日

本人は,た とえば,最 近の地震 ・津波 ・台風などの天災はもちろん,た とえば,石 油や貴金

属の輸出制限など,国 民生活に大きな リスクと障害をもたらすが,個 別の企業内での経済活

動には起因 しない,社 会問題を経験 した。戦争を 「社会問題」,戦 争のリスクを 「社会 リス

ク」に読み換えれば,今 日でも十分な意義があるとわれわれは考える。

なお,本 稿の検討では,「 価値の流れ」 と 「組織の問題」は相互に密接な関連を有してお

り,企 業を経営するための原則を解明することが,経 営学の課題の1つ であることを再認識

した。

キ ー ワー ド ニ ッ ク リッ シ ュ,リ ス クマ ネ ジ メ ン ト,価 値 の 流 れ,組 織 の 問 題

原稿受理日2012年5月5日

Abstract H. Nicklisch focused on the stream of value and the problems of organization, 

when he made his theory of business economy. He recognized that the stream of 

value was important for business and economy because of the First World War. In 

this treatise, we make a study of two works that throw light upon the process of 

his recognization. In 1915, he published the slim volume book, titled "War Risk 

in Business and Assessment of Assets during a State of War," in German "Das 

Kriegsrisiko im  Geschaft  and die Bewertung des Vermogens  fur die Kriegsbilanz", 

and his paper, titled "The Stream of Value in a State of War," in German "Der 

Zahlungsverkehr wahrend des  Krieges". Japanese have had many experiences of 

disasters (e.g. earthquake, tsunami, typhoon), and export control (e.g. oil, rare 

metals), which created damage and social risks to our lives, but were not affected 

by business actions. When we change the words "war and war risk" to the words 
"social problem and the risk created b

y social problems," we can clearly see the posi-
tive approach to these problems and risks. 

 We recognize that there are apt connections between the stream of value and the problems 

of organization, and put more weight upon the principals for operating in firm ma-

nagement to make the systematic theory of business economy. 

Key words Nicklisch, H., risk management, the stream of value, the problem of organization 
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は じ め に

ニ ック リッシュの研究 活動を概観す れば,1912年 か ら1915年 は,「 組織論』 で公 開 され

た,組 織一般論の構想 に彼が没頭 して いた時期 とみな されて きたが(1>,同 時 に,規 範的経

営学の構想 に着手 した時期 と考え られ る(2)。

と ころで,彼 は,1915年7月 に,マ ンハ イム商科大学の学長 と して,開 学年次式典で,

有 名な 「利 己心 と義務感」を講演 して,ブ レンター ノ(Brentano,L.)を 批 判 して,私 経

済学 と商科大学 の必要性 を強調 した(3)。しか し,彼 の研究 は,本 稿で検討す る小冊子 「事

業 における戦争 リスクと戦争決算書の ための資産の評価』(DasKriegsrisikoimGeschaft

unddieBewertungdesVerm6gensfUrdieKriegsbilanz)が 明 示す るように,戦 争が

企業経営 に及 ぼす影響 にあった。 これ は,論 文 「戦争 中の支払 いの流 れ」(DerZahlungs-

verkehrwahrenddesKrieges)が,同 時期,つ ま り,1915年 に公 開されている ことで も,

わ れわれ は確認で きる㈲。

この点,第 一次世界大戦 に起因す る問題を取 り上 げた,ニ ック リッシュによる上記の著

作 は,た とえ ば,最 近の地震 ・津波 ・台風な どの天災 はもちろん,た とえ ば,石 油や貴金

属の輸 出制限や,米 国での輸入品 ボイコ ッ ト運動な ど,国 民生活 に大 きな リスクと障害を

もた らすが,個 別の企業 内での経営活動 には起因 しな い社会 リスクを考察す るた めに,戦

争 を 「社会 問題」,戦 争の リスクを 「社会 リス ク」 に読 み換えれ ば,今 日で も十分 な意義

が あるとわれわれ は考え る。

本稿で は,「 ニ ック リッシュによ る リス ク ・マネ ジメ ン ト」 と題 して,ま ず,1で,論

文 「戦争 中の支 払いの流れ」 を用 いて,社 会問題 〈【筆者 補足】原文 は戦争〉 が全体 経済

(1)VglNicklisch,H.(1920):DerWegaufwarts!Organisation,Stuttgart.Vorwort.;参

照 。 鈴 木 辰 雄 訳 『組 織 向 上 へ の 道 」 未 来 社1975年3頁;参 照 。 拙 稿(2010)「 ニ ック リッ

シ ュの 『組 織 論 』 につ い て の 一 考 察 」 商 経 学 叢 第57巻 第1号2010年146頁

(2)VglNicklisch,H.(1934):Profitlehre?,Berlin1934.S.7.;参 照 。 拙 稿(2011)「 ニ ッ ク リッ

シ ュの 「金 儲 け論 か?」 につ い て の 一・考 察 」 商 経 学 叢 第58巻 第2号2011年339頁

(3)VglNicklisch,H.(1915c):RedeUberEgonismusundPflichtgefUhl,in.ZfHH.1915.S.103

左一S.104右.;参 照 。 森 哲 彦 稿(1996)「 ニ ッ ク リッ シ ュ 利 己 心 と義 務 感 」 名 古 屋 市 立 女 子 短

期 大 学 研 究 紀 要 第56集1996年18-19頁;渡 辺 朗 訳(1996)「 利 己 主 義 と義 務 感 」(大 橋 昭 一・編

著 ・渡 辺 朗 監 訳 『ニ ッ ク リッ シ ュの 経 営 学 』 中 央 経 済 社1996年)122-124頁

(4)な お,小 冊 子 『事 業 にお け る戦 争 リス ク と戦 争 決 算 書 の た め の 資 産 の 評 価 」 と論 文 「戦 争 中 の

支 払 いの 流 れ 」 は,小 冊 子 『利 己心 と義 務 感 』 よ り も早 く,機 関 誌 「商 業 学 と商 事 実 践 」 に掲 載

され た た め,本 稿 で は,こ の 機 関 誌 で の 掲 載 頁 を 注 記 で は用 い る。
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ニ ックリッシュによるリスク・マネジメントについての一・考察(牧 浦)

と個別経済での支払 いの流れ に対 して及 ぼす影響 につ いて概観す る。そ して,IIで,小 冊

子 「事業 における戦争 リスクと戦争決算書の ための資産の評価』を ほぼ全訳 しなが ら,成

果分配問題 その結果 と しての企業の維持の ための方策 につ いて考察す る。

1社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の期間中の支払いの流れ

1支 払 能力 と債務超過

支払 いの流れ(Zahlungsverkehr)の 経 営経済上で の基礎 は支払能力(Zahlungsfahig-

keit)で あ る。 また,こ の支 払能力 は,他 の概念,流 動性(Liquiditat)と い う概念 に取

り換え られ る。 そ して,後 者の流動性 は,債 務(Verbindlichkeit)に 対 す る貨幣性支払

手段(flUssigesMittel)の 割 合 と解 され る。 この ため,前 者の支払能力 は,個 人,ビ ジ

ネ スマ ン(Kaufmann),企 業 が,自 らの支払義務(Zahlungsverpflichtung)に 対 応す

る,つ ま り,必 要な支払 いを行 う,能 力が あるのか につ いて考慮 した,こ の ような割合を

示唆す る(5)。

さ らに,関 連 した第3の もの と して,債 務超過(Oberschuldung)と い う概念 があ る。

そ して,こ の債務超過 は,債 務 が借方を上回 り,そ の結 果,総 資産 が,負 債(Schuld)の

弁 済(Deckung)に も はや十分でない,つ まり,す べての 自己資本(eigenesKapital)

よ り多 くを失 うときに,発 生す る。 しか も,債 務超過 は,支 払能力 と同様 に,株 式会社,

株 式合資会社,有 限会社 と組合(Genossenschaft)の た めの法律 で,こ れ らで は所有者の

無限責任(unbeschrankteHaftung)が 準 備金(Reserve)で 果 た されな いた め,特 別 に

取 り扱 われる。 だが,こ れ ら概 念は,ま た,個 人 商人(Einzelkaufleute),合 名 会社 と

合資会 社の支払能力 の判定 に とって も,本 質的 な意 義 を有 す る。 債務 超過 は,支 払手 段

(Zahlungsmittel)の 調 達 を,「 単 な る支 払不能」(bloBeZahlungsunfahigkeit)よ り強

く阻害す る点で,支 払能力 に より密 接に関係 してい る。 だが,常 に,会 社(Firm)に 資 産

の十分な換金可能性(FIUssigkeit)が な いため,支 払不能 になる危 険がある ときには,特

殊な形式での信用の採用 によ り回避 できる可能性が ある。しか し,債 務 超過 のケースでは,

通 常,倒 産 しかか って いる会社(notleidendeFirma)の 資 産状況を支援す る,救 済信用

(rettendesKredit)の 承 認 は不可能で ある(6)(7)。

(5)VglNicklisch,H.(1915b):DerZahlungsverkehrwahrenddesKrieges,in.ZfHH.1915.

S。297左 。

(6)vgl.Nicklisch,H.1915b.s.297左 一s.297右.

(7)こ の 点,ニ ッ ク リ ッ シ ュ は,「 財 務 上 で の 支 払 手 段 の 総 額 が,所 有 者 に よ り提 供 さ れ る の か,/
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しか し,単 な る支払能力(bloBeZahlungsfahigkeit)は,こ の ような関係 にもかかわ

らず,わ れわれ にと り,こ こで は,重 要で ある。 この点,支 払能力 に対す る考察で は,3

つ の ことが本質的で ある。すなわ ち,

1.満 期 にな った,あ るいは,ま もな く満期 にな る,支 払義務

2.支 払手段

3.正 しい時期 に,満 期 にな った債務 によ り条件 とな る金額で,支 払手段を調達で きる

ようにす る,義 務を負 う者(Verflichtete)で の資産 の構成(Zusammensetzung)

この 最後の要件 は個別経済 にと り最 も本質的で ある。 この ため,わ れわれ は,以 下の説

明で は,逆 の順序で言及す る(8)。

2義 務を負 う者での資産の構成 と支払能力

ここで は,3つ の ケー スが区別 され るべ きで ある。すなわ ち,

1.提 供 す る信用(gegebenesKredit)が,受 け取 る信用(genommenesKredit)に

等 しい。 この ように形成 され る割合 は,可 能な割合の 内で最 も好都合で ある。その際,提

供す る信用 と,要 求 され る信用の間で は,支 払期限が一致 してお り,そ の結果,供 給者の

請求(Forderung)は,定 期 的に,債 務者 か らの受 け取 り(Eingang)に よ り支払 うこと

がで きることが前提で ある。 しか し,現 金準備(Barreserve)が 常 に存在すべ きで ある。

だが,予 想で きなか ったことが生 じうるためのみで ある。 このた め,こ こで は,供 給者 に

対す る負債が会社の支払能力を侵害す るとは決 して いえな い。

2.要 求 され る信用が,提 供す る信用 よ りもよ り大 きい。

3.要 求 され る信用が,提 供す る信用 よ りもよ り小 さい。

＼他の人により提供されるのかは,企 業の資本概念には重要でない。自己資本でも,他 人資本でも,

全体の価値の合計は,企 業で活動する資本がどれ程の大きさであるのかを示す」(Nicklisch,H.

(1925): 
(1912):

Wirtschaftliche Betriebslehre, 6.Aufl., Stuttgart 1925. S.65-66.; Vgl.Nicklisch, H. 

 Allgemeine  knufmAnnische Betriehslehre  dls  Privntwirtschnftslehre des  Finndels

(undderIndustrie),Leipzig1912.S.60.)と み な す 。 しか し,総 資 産 と総 資 本 は 等 しい とい う,

貸 借 対 照 表 等 式 を前 提 に して,総 資 産 か ら他 人 資本 を 控 除 した,「 い わ ゆ る純 資 産 は,資 産 で は

な くて,む し ろ,事 業 期 間 の 終 わ りで の 自己 資 本 で あ る」(Nicklisch,H.1925.s.69.;vgl.Nick-

lisch,H.1912.s.64,)と 考 え,「 純 資 産 は,具 体 的 な 組 合 わ せ を 有 せ ず,こ の よ うな もの と して

は確 定 で きな い し,資 産 で は な い。 事 業 年 度 の 終 わ りで の 総 資 産 に具 体 化 され た 価 値 の 内,ど れ

程 が 所 有 者 に属 す るの か を 示 し,期 末 で の 自己 資 本 に対 す る表 示 で あ る」(Nicklisch,H.1925.

S,69-70.;VglNicklisch,H.1912.S.64.)と み な す。 こ の た め,債 務 超 過(Uberschuldung)で

は,自 己 資 本,つ ま り,所 有 者 の 財 産 が 存 在 しな い た め,企 業 の 存 在 の 根 拠 が 喪 失 され て い る と

み な して い る。

(8)vglNicklisch,H.1915b.s.297右.
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ニ ック リッ シ ュ に よ る リス ク ・マ ネ ジ メ ン トにつ い て の 一・考 察(牧 浦)

これ ら2つ の可能性 は,会 社の支払能力で,2で は,こ の支払能力が常 に脅か され,こ

れ に対 して,3で は,1の ケ ー スよ り,よ り危険 にな る点で,異 な る(9)(1①。

その際 買入債務(Kreditor)の 内,支 払手形(Akzept)の 件 数 とその総額が大 きい

程,会 社の支払能力 に対する脅威は,よ り強 まる。また,厳 格な文章を有する手形法(Wechsel-

recht)が 背 後 にあるため,売 掛債権(Debitor)の 内,約 束手形(Wechsel)の 件 数 と総

額が大 きい程,そ の他が 同一の前提で は,平 均で,請 求(Forderung)の 回 収 はよ り簡単

にな る。

受 け取 りでの価額(Wert)の 増 大が受 け渡 しでの価額の増加 に一致 しない とき,ま た,

(こ れ らがな くて も,あ る期 間に対 して,)販 売 の停滞(Stock)に お いて,よ り多 くの経

営手段 を調達す る必要が あれ ば,支 払能力 にと り重要で ある。供給者の請求の増大 は,会

社 を正常 に経過 させ るには,よ り多 くの売掛債権額,あ るいは,よ り多 くの現金受取 りに

よ り,調 整 され るべ きで あ る。 しか し,割 合 が異常 に形成 され れ ば,こ の よ うな調 整

(Ausgleich)が 問題 になる(ID⑫。

3社 会問題の発生 による支払 いの流れの変化

社会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 は,資 産,特 に,現 金支払手段(Barmittel)の 構

成(Zusammensetzung)に,ど の ように実際 に作用す るのか。社会 問題 〈【筆者補足】原

文 は戦争〉の開始 に存在す る請求 は,担 保(Sicherheit)の 完 全な一定の前提下で,認 め

られ た。 しか し,こ の担保 は,社 会問題 〈【筆者補足 】原文は戦争〉 によ り,本 質上で は

影響 を受 ける。 また,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 の開始前 に契約 された,給 付

は,正 常 〈【筆者補足】原文 は平和〉 な状況 が前提 にな っていた⑱。

(9)vglNicklisch,H.1915b.s.298左.

⑩ この 点,ニ ッ ク リッ シ ュ は,『 一般 商 事 経 営 学 』 で は,売 掛 債 権 の 回収 期 間 と買 入 債 務 の 返 済

猶 予 期 間 を 比較 して,4つ の ケ ー スで 支 払 能 力 に 対 す る影 響 を分 析 した(vgl.Nicklisch,H.

1912.s.153-154,;Nicklisch,H.1925.s.213-214.;参 照 。 田 島 壮 幸 著(1973)『 ドイ ツ経 営 学 の 成

立 」 森 山 書 店1973年92-93頁;森 哲 彦 稿(1980)「 ニ ッ ク リッ シ ュ私 経 済 学 の 企 業 資 産 組 織 論 」

名 古 屋 市 立 女 子 短 期 大 学 研 究 紀 要 第29巻1980年63-67頁;拙 稿(1980)「 ニ ック リ ッ シ ュの

『一 般 商 事 経 営 学 』 の 研 究 ノー ト」 関 西 学 院 商 学 研 究 第10号1980年56頁)。

qDvglNicklisch,H.1915b.s.298右.

⑰ この 点,ニ ック リ ッ シ ュが,イ ンフ レや デ フ レに無 関 係 に,売 掛 債 権 と買 入 債 務 の 乖 離 に よ る,

企 業 内 で 稼 働 す る資 本 額 の 変 化 を 検 討 して い る点 に注 目す べ きで あ る。 しか し,企 業 に と り,イ

ン フ レで は,売 掛 債 権 を 縮 少,買 入 債 務 を 増 大 す る こ とが,反 対 に,デ フ レで は,売 掛 債 権 を 増

大,買 入 債 務 を 縮 少 す る こ とが 有 利 で あ る。

⑱vglNicklisch,H.1915b.s.298右 一s,299左.
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このため,困 難 な問題 が生 ず る。 支 払義務 と給付義務 によ り,社 会問題 〈【筆者 補足】

原文 は戦争〉 の開始後 に,完 全 に異 な る状況下で は,何 が生ず るのか。 社会 問題 〈【筆者

補足】原文 は戦争〉の支配下で は,ど の ような条件下で,事 業 は閉鎖 され るべ きか。 どの

ような支払条件 と給付条件が,事 業 にと り,必 要で,か つ,で きるのかω。

まず,最 初の問題。 すなわ ち,「 事業活動 をす る総 ての者 は,2つ の側面,す なわ ち,

給 付者 と顧客か ら,予 測不可能 な要求(Anspruch)に よ り,圧 迫 されて いることを観察

す る。 供給者 の一部 は,彼 に義務 があ る ものを給付 しない し,顧 客の一部 は,安 定 して

(fest)購 入 して きた ものを,引 き取 らない。 供給者 は,様 々に,前 払 いを要求 し,顧 客

は,部 分的 には,自 らの正 当な権利 と して,支 払 いを延期す ることを行 う」⑮。

これ は個別の意見(Stimme)で は ない。一・般 には,社 会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉

の時期への移行で は,一 方で は,購 入義務 と支払義務 は延期 され,他 方で は,買 い手 に対

す る支払条件 は変更 され るか,強 く適用 され,供 給義務 は延期 される ことが認 あ られる⑯。

事業 関係 での この ような緊張 は,社 会問題 〈【筆者補 足】原文 は戦争〉が到来 す るよ り

も先に,古 い事業関係の基礎でさえ始 まった,現 金支払手段(Barmittel)を 巡 る争 い(Kampf)

を示 唆す る。全員での(allergegenalle),支 払 手段を巡 る争 い(Kampf)は,支 払わな

い,負 債 を返済 しな いためで はな くて,把 握で きな い,計 算で きな い規模,予 測で きな い

出来事 に対 して準備 をす るため に,生 ず る。 社会問題 〈【筆者 補足】原文 は戦争〉 は,全

体で はな くて,個 人 と個別経済 に何 を もた らすのか。個 々の会社(Firm)は 自 らの運命を

他の会社の運命 と独立 させ ようと し,こ の ため,で きるだ け大 きな現金支払手段の有高を

最 も適切な手段(Mittel)と み なす。

しか も,こ の ような全体の展開 は,同 時 に多 くの会社が 自 らの外国での預金を支払能力

の ために利用す ることが妨 げ られ るという,外 国(中 立国 と友好国)で 明 らか にな った支

払猶予期間の影響の下 にある。 そ して,こ れ によ り,間 接的 には,と にか く,輸 出,し か

も直接的 には,特 に,銀 行 による経路 において,事 業分野でのすべての経済活動が阻害 さ

れ る(1の。

次 に,第2の 問題。事業が社会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 の時期 に行 われる限 り,

至 る所で,掛 け売 りの承諾の代わ りに,現 金を請求す る,努 力 は有効で ある。実際,多 く

ω

⑮

⑯

⑰

vglNicklisch,H.1915b.s.299左.

Nicklisch,H。1915b.s.299左 。

vgl.Nicklisch,H.1915b.s.299左.

vglNicklisch,H.1915b.s.299右.
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ニ ック リッ シ ュ に よ る リス ク ・マ ネ ジ メ ン トにつ い て の 一・考 察(牧 浦)

の会社が,商 品の引 き渡 し前 に,現 金の支払 いを要求す ることが普及 したq8)。

も ちろんまた,多 くの場合,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 に係わ らず,現 金請

求が承認 され るとみなせ る。現金請求の承認の ための限界 は,も ちろん,個 別の取引 にお

いて は,か な りはっき りして いるが,全 体を概観 し,全 体の洞察を獲得す るた めに,個 々

の ケース,個 々の会社,個 々の事業部門か ら離れ る程,ぼ や けて,決 められな くな る⑲⑳。

4社 会問題による貿易での支払いの流れの変化

自然な停滞は,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の発生では,考 慮されるべきであ

る。とにか く,支 払条件である。これは,会 社の支払能力での変化にとり,本 質上,重 要

である。海外貿易会社(AuBenhandelsfirm)で は,給 付義務と買取 り義務の調整が,社

会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の孤立化の効果(isolierendeWirkung)に より,最 も

明 らかに阻害される⑳。

しか し,海 外貿易会社の支払能力での影響は,個 々のケースでは異なるが,両 方の経路

で,示 される。影響は,両 取引方向で,供 給義務と買取 り義務の間での(数 量と価額によ

る)調 整の停滞と,あ る方向と同様に,他 の方向で与え られる,不 均衡のために存在する

可能性か ら,生 ずる。このような状況は,利 用可能な支払手段,特 に,現 金支払手段につ

いての強化された欲求で,生 ずる。

また,国 内会社は,海 外取引により,一 方で給付能力と給付損失,他 方で買取 り能力と

買取 り損失で影響が生ずる。労働者 と設備(Angestellte)は 大規模 に社会問題を克服す

るため 〈【筆者補足】原文は軍事〉の需要に投入され,そ の結果,以 前の程度で生産 し,

供給 したり,契 約 した買取 り日を守ったりする,可 能性はな くなる。とにか く,社 会問題

〈【筆者補足】原文は軍事〉の需要の充足のために,た とえ,完 全な保障(Entschadigung)

と引き替えでも,必 要な らば,原 材料と補助材料が差 し押さえ られる。この場合,こ こか

ら,多 くの事業部門での事業の縮小により,自 然な均衡が見付けられない限 り,他 の会社

で,新 しい影響が生ずる⑳。

㈹vglNicklisch,H.1915b.s.300左.

⑲VglNicklisch,H.1915b.S.300左.

⑳ この 点,ニ ック リッ シ ュに よれ ば,価 値 創 造 経 済,つ ま り,企 業 で は,家 計 経 済 か ら資 本 の 調

達 が 行 わ れ る とみ な す た め,自 己 資 本 で も他 人 資 本 で も,利 用 代 価 で あ る,利 子 や 配 当 を 削 減 す

るた め,掛 売 りを で き る限 り抑 制 す る と い う主 張 は,当 然 で あ る。

⑳vgl.Nicklisch,H.1915b.S.300左.

⑳vglNicklisch,H.1915b.s.300右.
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給付条件よりも,支 払条件に,よ り密接に関係 しているが,価 格は引き上げられる。こ

の高 くなった価格は,既 に説明 した意味で,多 くなった支払手段を要求する。ここでもま

た,初 あか ら,多 くの場合,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉による,事 業範囲の縮

小,経 営の制限を調整するように作用することが考察されるべきである。さらに,他 の,

以前に言及 した社会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の経過 により,現 金支払手段は減少

するか,特 別な程度で請求される所では,総 て,価 格引き上げに強 く作用するに違いな

い㈱⑳。

5小 結

今 までの主張の要約が テー マの特殊な考慮下で行われ る。まず,現 金準備(Barreserve)

と買 入債務(Kreditor)に 対 す る売掛債権(Debitor)の 関 係の変化 に注 目す る。未回収

金(AuBenstande)か らの受 け取 りは,準 備金 との関係 では,債 権者(GlaUbiger)を 満

足 させ るためには,も はや十分で はな い。 この ため,新 しい現金支払手段(Barmittel)

に対 す る欲求が生 じ,こ れが,顧 客 に対す る支払条件を変更 した り,少 な くとも強化す る

ように作用 し,新 しい事業で は強 く取 り決 め られ るようにす る,給 付者の努力 によ り,強

化 され る。 また,こ こには,外 国か らの請求 と負債の調整の混乱が含 まれ る。

さ らに,買 入債務(Kreditor)と 売 掛債権(Debitor)に 対 す る商品在庫の関係の変化

で は,こ れ らの間 にはク ッシ ョンと して効果の ある現金準備 もあるが,と にか く,価 値 と

転換(Umlauf)の テ ンポでの変化 が認 め られ,こ の結 果,よ り多 くの現金支払手段が必

要 にな る。 これ には,外 国貿 易での買取 り義務 と給 付義務 の間での調整 の混乱 も含 まれ

る㈱。

もちろん,全 体の,正 しい像でな くて,こ の ような共通 した形式化(Formulierung)

が 生 ず る。 とい うのは,実 務 では,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 に対 す る関係で

大 きな差異,社 会 問題 〈【筆者補足 】原 文 は戦争〉 の期 間での個 々の会社 の特別 な状 況 と

情勢(Umstande)で,上 記で与え られ たような共通 した反映(Spiegelung)を ほ とん ど

⑳vglNicklisch,H.1915b.s.301左.

⑳ この 点,ニ ック リッ シ ュが,社 会 問 題 に よ り,バ リュー チ ェー ン と ロ ジス テ ィ クス の 混 乱 が 生

ず る こ とを 認 識 して いた こ と に注 目す べ きで あ る。 特 に,石 炭 や 石 油 な どの 天 然 資 源 の 獲 得 の た

め に,従 来,戦 争 は 起 きて きた が,現 在 で も,石 油 や 貴 金 属 な どの 天 然 資 源,食 品 添 加 物,農 薬

や バ イ オ を 利 用 した 農 産 物,薬 や コ ン ピ ュー タな どの 知 的 情 報 資 源 で は,社 会 問 題 の 影 響 が 貿 易

に強 い影 響 を 与 え て い る。

㈲vglNicklisch,H.1915b.s.301左.
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再 試験で きな い,多 様な偏向(Abweichung)が も た らされ るか らで ある。 このた め,支

払手段 についての要求,支 払能力 に対す る社会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争 〉の様 々な

効果 を更 に追求す ることが,少 な くとも,大 きな企業 グルー プ,共 同体(Gemeinsam)

に関 して は意義が ある⑳。

製造 業経 済 活動者 と商業 経済 活動 者 の2つ の大 きな グルー プで は,低 下 した支払 力

(Zahlkraft)で は,目 下の所 〈【筆者補足】1915年 で は〉,使 用可能 にな る支払手段の減少

は,事 業活動の縮小 によ り調整 されて いる。総ての調整 につ いて はここで は考えな い。む

しろ,(賃 金支 払い,ま た,原 材料 の調達のた めの)支 払手段 に関す る需要 の増 大が生ず

るが,こ れ らは,活 動の程度 に従 う⑳。

6支 払 いの流れの混乱 に対す る対策

ここで は,既 に考察 した,買 入債務(Kreditor)と 売 掛債権(Debitor)の 相 互の割合

が再 び重視 され る。 しか も,家 計経 済,つ ま り,直 接的 な使用者 へ の販売 が,社 会 問題

〈【筆者補足】原文 は戦争〉 という根本的な変動(Umwalzung)に よ り,停 滞(Stocken)

に陥 るのか,ま た,ど の ような商品でか という問 いと関係 して いる㈱。

黄金律,す なわ ち,以 前 に説明 した 「提供す る信用(gegebenesKredit)が,受 け取 る

信用(genommenesKredit)に 等 しい」 に従 って,自 らの事業を経営 して きた,会 社で

は,外 部か らの請求での僅かな不規則性で は,全 く問題 は生 じな い。 というの は,根 本で

は,あ らゆる 「等式」の初項 を形成 す る,提 供す る信用 によ り,製 造原価価値(Selbstkos-

tenwert)と と もに,利 益(Gewinn)を 意 味す る価値 も回収 され,現 金準備の強化 と して

作用す るか らで ある。売掛債権(Debitor)の 遅 延(Verz6gerung)と 欠 損(Ausfall)

が,程 度 において,多 数で,か つ,金 額で多 くな らな いときには,調 整(Ausgleich)は

行 われ る。 しか し,売 掛債権が,多 数で,か つ,高 額で あれ ば,商 品在庫 による現金販売

は,調 整 に役立つ。販売が停滞す る,あ るいは,全 く不可能で あれ ば,商 品価値,あ るい

は,売 掛債権額を一時的 に換金化す るために,こ れ らを担保 に して借 りることがで きるの

かが問われ る。最後 には,支 払能力が完全 に適切 に維持 され るべ きときには,個 人信用の

利用 による新 しい他人資本(fremdesMittel)の 調 達,所 有者か らの新 しい自己資本の導

入の方法のみが ある⑳。

⑳vglNicklisch,H.1915b.s.301左.

⑳vgl.Nicklisch,H。1915b。s.301右.

⑳vgl.Nicklisch,H.1915b.s.301右.

⑳vglNicklisch,H.1915b.s.301右 一s,302左.
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受 け取 る信用が,提 供す る信用 を上 回る と,支 払能力 は,明 らかに,社 会 問題 〈【筆者

補足】原文 は戦争〉 による販売の単な る停滞(Stocken)に よ り脅か され る。そ して,支

払能力 は,正 に,正 常 〈【筆者 補足】原文 は平和〉 な時 に,規 則的 な販売 の可能性 に左右

され るよ りも,よ り大 き く左右 され る。 この ような効果が,以 前 に締結 された事業 による

買取 りの遅延 と買取 りの拒否(Abnahmerverweigerung)に よ り強化 され る。支払手段

の増加 に対す る需要 は,こ こで は,初 めか ら,非 常 に緊急で,総 額 にお いて も大 きい⑳。

第2の 可能な状況の逆転が与え られれ ば,異 な る。すなわ ち,提 供す る信用が,請 求 さ

れ る信用 よ りも,大 きい。 ここでは,最 初の債権 に,費 や され た原価 に対す る対価 を上

回 って存在す る,販 売利益 によ り,債 務者か らの遅延 には我慢で きる㊤1)。

これが,社 会問題 〈【筆者補足 】原文は戦争〉の発生後 に,個 々の経済が,突 然,向 か

い合 う,状 況で ある。 この状況 に,個 々の勘定科 目の グルー プの割合での混乱 した均衡を

正 当に維持す ることが対向 して いる。 この ため,支 払能力 に影響す る,資 産での緊張を,

で きる限 り共通 して予防す るという,目 標 を有する,事 業 関係の意識的な構成(Gestaltung)

の 形 式で,自 己救済(Selbsthilfe)が 導 入 され る働。

同一の方針で,団 体(Vereine)と 通 商代表者(Handelsvertretung)は,政 府 と同様

に,警 告(Ermahnung)と 助 言(Ratschlag)で 積 極的 に介入 してい る㈱。

もちろん,困 難の完全な解決 は,こ の ように して,目 指 され るので はな い⑳。

7支 払いの流れの混乱に対する銀行による対策

ところで,利 害関係者の支持 と,債 権者 と債務者の間での関係による規制(Regierung)

により,状 況の改善が生ずる。これ以外に,銀 行の態度(Verhalten)が 重要である。銀

行は,今 まで承認 した信用を解約告知 したり,差 し止めたり,そ れ以外の信用の承認を基

本的に拒否するときには,自 らの義務を正当に維持することはできない醐 。

今日 〈【筆者補足】1915年 での〉,状 況か ら,ド イツの銀行制度が社会問題 く【筆者補足】

⑤①VglNicklisch,H.1915b.S.302左.

⑳vgl.Nicklisch,H.1915b.S.302左.

⑳vglNicklisch,H.1915b.s.302左.

㈱vglNicklisch,H.1915b.s.302右.

㊤のvgl.Nicklisch,H.1915b.s.303左.

㈱vglNicklisch,H.1915b.s.303右.

鱒 こ の 点,ニ ッ ク リ ッ シ ュ は,銀 行 が 貸 付 利 子 率 を 引 き 上 げ た り,担 保 の 評 価 比 率 を 縮 少 す る な

ど して お り,十 分 に 機 能 し て お ら な い こ と を,新 聞 の 記 事 な ど に よ り,指 摘 して い る(vgl.Nicklisch,

H.1915b.S.304右)。
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原 文 は戦争〉の課題を増大 したことが洞察 され る。銀行業 は非常 に困難な課題 に取 り組ん

で きたよ うに見 え る。 すなわ ち,個 々の銀行は,社 会問題 〈【筆者補足 】原文 は戦争〉の

状況 に対 して少な くとも自 らを,同 時 に,承 認す る信用の拡大 によ り,信 用提供者の維持

を,確 保すべ きで ある⑳。

もちろん,銀 行にとり,こ れを行 うことができるために,中 央信用銀行(Zentralnotenbank),

国 立 銀行(Reichsbank)の 支 援 が必要 である。 このよ うな時期で の銀行の立場 と,そ の

総裁の功績 は知 られて いる。 この結果,わ れわれの関係で は,こ の ような支持で十分で あ

る。 また,国 立銀行 は直接 的に社会問題 〈【筆者 補足】原文 は戦争〉 のための信用 の育成

にかかわ って きた。特 に,割 引信用(Diskontkredit)と 債 券担保信用(Lombardkredit)

の 承 認 に係 わ ってきた。 後者 のため に,銀 行は,社 会問題貸付金 〈【筆者補足 】原文 は戦

争貸付金庫(Kriegsdarlehnskasse)〉 の制度 を利用 す る鮒。

さらに,こ こで,社 会問題信用銀行 〈【筆者補足】原文 は戦争信用銀行(Kriegskreditbank)〉

につ いて考え るべ きで あるが,そ の割引信用 は国立銀行で開設 され る。 この社会問題信用

銀行 〈【筆者 補足】原文 は戦争信用銀行〉 は,他 の銀 行が,本 来の銀行信用 で見付 けられ

な いような,信 用を経済活動者 に承認す る,一 連の場所で,他 の銀行の活動を補足す る。

どの程度,社 会 問題信用 銀行 〈【筆者補足】原文 は戦争信用銀行〉 は介入 すべ きか,介 入

す るべ きだったのか は,こ れ らにつ いての数値が,今 までの所,公 表 されて いな いた め,

いえな い。 マ ンハ イムの銀行界 は,社 会問題信用銀行 〈【筆者補足】原文 は戦争信用銀行〉

な しに,地 位 を確保 してお り,こ れが功績 と して評価 されて いると自負 して いる。しか し,

これ に対 して,銀 行で は,明 らか に,他 の都市で も,社 会問題信用銀行 〈【筆者補足】原

文 は戦争信用銀行〉 によ り,信 用需要の比較的僅かな部分のみが充足 されて いることが推

測 され るべ きで ある。残 りの充足を見付 けた者 は,今 や,無 視 されな い。 この ような問題

の答え は,多 分,組 合制度(Genossenschaftswesen)の 基 盤での良 い部分 に導 くで あろ

う⑬鋤。

⑳vglNicklisch,H.1915b.s.304左.

㈱VglNicklisch,H.1915b.S.304左.;Nicklisch,H.u.Bege,R.(1914):DieZinspolitikder

Kreditgenossenschaften,in.ZfHH.1914/15.S.46左 一S.48左.

⑳VglNicklisch,H.1915b.S.304左.;Nicklisch,H.u.Bege,R.1914.S.43右 一S.46左.

㈹ こ の 点,ニ ッ ク リ ッ シ ュ が,「 組 合 が 財 務 上 で は 自 ら の 足 で 立 っ て い る こ と は,組 合 が 自 己 資

本 で 十 分 に 装 備 さ れ て い る こ と を 示 唆 す る 」(Nicklisch,H.u.Bege,R.1914.S45右.)と 述 べ

て,組 合 を 活 用 す る こ と を 薦 め て い る こ と は 注 目 さ れ る 。
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8支 払 いの流れの混乱 に対す る支払猶予 による対策

ここで は詳 細 に,問 題,つ ま り,ど の よ うに して共通 の支 払猶予期 限(allgemeines

Moratorium)が 作 用す るのかに係 わるべ きであるω。

この問題 に対す る答えで は,わ れわれ は,既 に説明 した経済 グルー プに再 び注 目すべ き

で ある。 まず,最 初 のグル ープ。す なわち,少 ない操業 によ り,売 掛債権(Debitor)の

側 での遅延 と欠損 に対 して調整が生ず る,会 社で は,支 払猶予 は不必要で ある。 しか し,

社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 に よ り,以 前 とは異 なる品 目の製造で特別 に操業す

る,会 社 は,支 払猶予 による,経 営資産での緊張 には,大 部分,係 わ らな い。 ここで は,

新 たに承認 された信用が役立 つ。 社会 問題 〈【筆者補足 】原文は戦争〉の時期 に獲得 され

た利益 は,留 保(Rest)に よ り,支 払手段 の流入 と流 出での変化か ら生ず る,緊 張を免が

せ させ る幽。

次 に,第2の グルー プ。 ここで は,支 払猶予 は,商 品在庫価値 と買掛債務の間での関係

を喪失 させ,こ れ に対 して,売 掛債権 と買入債務の間での関係 は,両 側 によ り作用す るた

め,維 持す る。信用関係 は支払猶予 によ り一時的 に全額で停止 され るた め,追 加信用が承

認 されな いとき,こ れ以上の信用の余地(Raum)は 生 じない㈹。

この ため,支 払猶予 は,共 通 した現金取引(allgemeinerBarverkehr)を もた らす㈹。

提供す る信用(gegebenesKredit)が,受 け取 る信用(genommenesKredit)に 等 し

い所で は,現 金準備 が比較 的非常 に大 き くない ときに,共 通 した支払猶予 によ り,会 社 は,

新 しい商品の調達,賃 金支払 いな どで,直 ぐに販売 に左右 され る。

反面,受 け取 る信用(genommenesKredit)が,提 供す る信用(gegebenesKredit)

よ りも大 きい所で は,も ちろん,共 通 した支払猶予 は,販 売の規則性 に対す る依存性が,

そ うでな いときよ りも,大 き くな いという,効 果を有す る㈲。

また,提 供す る信用(gegebenesKredit)が,請 求 され る信用 よ り大 きい所で は,共 通

した支払猶予 によ り,会 社が所有す る,自 己資本の一部分 は,そ うでな けれ ば起 こった よ

りも,よ り長 く固定 され る。会社 は,支 払能力で,支 払猶予 によ り,常 に,直 ちに現金販

売 を示唆 され る。 そうでな いと,損 失 と延期が生 じ,こ れ は,会 社が,割 合1の 状況 にな

ωvgl.Nicklisch,H.1915b.S.304右.

働vglNicklisch,H.1915b.s.304右 一s,305左.

⑬vgl.Nicklisch,H。1915b。s.305左.

幽vgl.Nicklisch,H.1915b.s.305左.

㈲vglNicklisch,H.1915b.s.305左.
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る前 に,提 供す る信用(gegebenesKredit)と,受 け取 る信用(genommenesKredit)

の 全 体の差異 をな くす る㈲。

共通 した支払猶予 は経済活動者の最弱の クラスにとってのみ有益で あること,し か も,

通 常,苦 労 して調達 され るべ き,大 きな現金有高を必要 とす る,独 占的な現金取引を もた

らす ことが示 され る。 この ため,支 払能力を資産の緊張か ら解放す る意図 は,不 完全か,

全 く達成 されな い。 ドイツの政府 は,共 通 した支払猶予の採用を思 い留 まることを,正 当

とみなす。個 々の最弱 の会社 にとってのみ,共 通 した支払猶予が現実 に保護 を意 味す るが,

この ような最弱の会社 は他の方法で 中止 され るべ きで ある㊨。

皿 『事業における戦争リスクと戦争決算書のための資産の評価』

至 る所で,愛 国の講演(Vortrage)と 上 演(VorfUhrung)が 催 されている。私 〈【筆

者補足】ニ ック リッシュ〉 は,こ れ らがわれわれの時代 には必要で あ り,価 値が あること

を確信す る。すなわ ち,愛 国の高揚 は活力 に溢れて お り,わ れわれの愛国心の歯車,わ れ

われが属す る全体 に対す る愛 は,出 来事(Geschehnis)の す べ ての転換(Wechsel),外

部 と内部での事件(Ereignis)の 方 向転換(Drehung)と 転 機(Wendung)で は,わ れ

われの行 き詰 ま りを打開すべ きで ある⑱。

もちろん,活 気と同様に,他 のもの,す なわち,明 確な認識の確固とした立脚点(Stutzpunkt)

が わ れわれ には必要で ある。 この ような立脚点な しには,わ れわれ は,途 方 もな い,無 制

限な空間で動揺す るが,立 脚点 によってのみ,一 定 の利害 関係(lnteresse)の 範 囲で,ま

た勢 い良 く確実 に動 くことをわれわれ はで きる。すなわ ち,幸 運な感激(Begeisterung)

が ま たわれわれ を非常 に向上 させ,飛 躍 させ る(emporreiBen)よ うに,明 確 な認識 は,

確 固 と したもの,対 象(Gegenstandlichen)で わ れわれを支 える⑲。

感激 は,真 実の認識か ら,国 民 では,大 きな共通 した事実 の認識か ら,増 大す る。また,

目標への道 に存在す る,大 な り小な りの,あ らゆる障害 は十分 に認識 され るべ きで ある。

そこには,必 要な程度の特殊性 と抵抗可能性が存在す る。感激 と明確な認識の この ような

㈹vgl.Nicklisch,H.1915b.s.305左 一305右.

⑳vglNicklisch,H.1915b.s.305右.

㈹VgLNicklisch,H。(1915):DasKriegsrisikoimGeschaftunddieBewertungdesVerm6gens

fUrdieKriegsbilanz,Leipzig(in.ZfHH)1915.S.265左.

㈲vglNicklisch,H.1915.s.265左.
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結合 は,国 民 による,鉄 壁な基礎(Stahlblock),統 一 された全体 を創造す るが,こ れは,

嵐(Strurm)に よ り崩壊せず,圧 力 によ り取 り崩 されない。

この ような理 由か ら,わ れわれは,あ らゆ る種類の愛国の催 しとともに,全 く意 図 して,

可 能な限 り,明 確性(Klarheit)を 普 及 させ る講 演を催 す⑳。

1社 会 リスク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リスク〉

① リスクの本質 と統一1生

われわれ は経済体(Wirtschaft)を 考 え るが,個 々の細胞(Zelle)は 経 済活動の担 い

手で ある。個 々の この ような経済体 は特定の 目的(Zweck)を 有 す る。 この ような 目的を

達成す るためには,諸 力を投入 し,材 料を準備す ることが必要で ある。後者の材料 と前者

の諸力 は,目 標(Ziel)に 対 して全 く一定の関係(Verhaltnis)に あ るべ きで ある。 これ

によ り,こ れ らが また相互 に完全 に一定の状態 にあることが保 たれ る。投入 され る諸力,

準 備 され る材料が,経 済 目標を達成す るの に,適 して いる,あ るいは,十 分で あるという

可能 性が与えられるな らば,す べての経済体 において,目 標の達成 には全 く脅威(Bedrohung)

を感 じられな い。 この ような脅威 は,経 済体で は リスク(Risiko)を 意 味す る61)。

今 や,2種 類 の異な る経済体が区分で きる。すなわ ち,価 値創造経済体 と消費(家 計)

経 済体(Erzeugungs-undVerbrauchs-(Haushalts-)Wirtschaft)で あ る。 その際,

商 業 に従事す る(handeltreibende)経 済 体 は初めの グルー プにあ げられ る。 そ こで問題

が生ず る。すなわ ち,こ の価値創造経済体 とすべての経済体の 中に存在す る リスクは,そ

の本質で異な らな いのか6鰯 。

先 に述べ たことによ り,ま ず,価 値創造経済体 につ いて触れ る。 これ らで は,目 的が最

も決定的で(ausgesprochen),ま た,最 も統一的で ある(einheitlichsten)。 そ こで は,

維 持 と再展開 にと り十分な利益を可能 にす るために,十 分 な規模 で,取 引(Umsatz)に

よ り共通 した欲求充足 に参加す ることが問題 にな る。 また,投 入 され る諸力 と存在す る材

料 による,経 済体の区分が,諸 力 と材料の経済上の結合で ある限 り,そ こで は特 に強 く現

⑳vgl.Nicklisch,H.1915.s.265左 一265右.

6DvglNicklisch,H.1915.S.265右.

⑫vglNicklisch,H.1915.s.265右.

㈹ な お,商 業 に,価 値 創 造 機 能 が あ るの か,否 か は,経 済 学 で,議 論 され て きた 。 この 点,生 産

経 済 体 か ら消 費 経 済 体 に,モ ノを 移 動 させ る こ と に よ り,価 値 の 創 造 が 行 わ れ る とい う,ニ ッ ク

リ ッシ ュの 主 張 は,分 業 経 済 体 制 に慣 れ 親 しん だ,わ れ わ れ には 理 解 し易 い 。そ して,最 近 で は,

商 業 の 具 体 的 機 能 と して,所 有 権 移 転,物 流,決 済,金 融,リ ス ク負 担,情 報 伝 達 な どが あ げ ら

れ るが,一 括 して 「需 給 接 合 機 能 」 とわ れ わ れ は 呼 ぶ 。
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れ る励。

しか し,家 計経済体で も,多 くは異な らな い。 ここにもまた,経 済 目的が ある。すなわ

ち,特 定の個 々の人間の需要の充足が重要で ある。 また,こ の 目的のた めに,消 費が規制

され,実 行 され る限 り,適 切な材料 と,個 々の材料の選択 とその調達 につ いて配慮す る諸

力が十分な量で 自由に使用 され るべ きで ある。 これ らの相互 に結合 されて いる関係がバ ラ

バ ラにな ることは個 々の経済体の本質(Sein)を 脅 か し,実 際 には,こ の ような脅威 はあ

る程度 またここで も常 に存在す る。 この ため,例 外な しに,す べての経済体 にと り,経 済

リスク(Wirtschaftsrisiko)の 全 く共通 した形式 が妥 当 している ことをわれわれは知 る㈲。

だが,ま た,相 違が存在する。家計経済体では,リ スクにより,人 間は自らの存在(Dasein)

を直 接的に脅 かされ る。価値創造経済体では異 なる。そ こでは,自 然人(physischePerson)

で はな くて,経 済体の活動が まず問題 にな る。従 って,結 局,家 計経済体 によるこの よう

な リスクは人間の生 活に作用す る。価値創造経済体 の活動 が破滅す れば,ま ずその所属者,

す なわ ち,所 有者(lnhaber),従 業 員(Angestellte)と 労 働者の家計経済体が危な くな

る。更 に,崩 壊 は,ま た,必 需物資を そこか ら直接,あ るいは,間 接 に引 き取 る,使 用者

にも,は っき りと感 じられ る。 また,破 滅 した経済体の リスクか ら家計経済体 に対す る リ

スクが どれ程 にな るのか は,そ の重要性の程度 に,す なわ ち,労 働力の提供者 と供給者 と

しての彼 らを補充す ることが容易か,困 難か に依存す る。 この ため,価 値創造経済体 と家

計経済体での リスクの実体(Wesen)が 統 一体(ein)で あ る こと,す なわち,広 義の唯一

の経済 目的,つ ま り,人 間の欲求充足の脅威で あることが再 び示 され る㈹。

もちろん,個 々の経済体か,す べての経済体での リスクを問題 にす るのか によ り,リ ス

クに対抗す る方法 は,異 な るべ きで あるため,人 間の活動 に対す る関係での個 々の相違 は

無視で きない。す なわち,価 値創造経済体 が他 の経済体の リスクに対 して身を守 るよ うに,

家 計経済体 は,他 の経済体の リスクに対 して身を守 るべ きで ある。 この ことは,ど の よう

な源泉 に個 々で は由来す ると して も,す べての リスクに対 して成立す る。 また,社 会問題

〈【筆者補足】原文 は戦争〉を原因 とす る(bedingen)リ ス クに対 して もそ うであ る6の。

現在,影 響力を増 して いる社会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 で停滞 している活動 を,

社 会 リス ク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リス ク〉 の意 識を軽減 す ることに貢献す る限 り,2

勧vglNicklisch,H.1915.s.265右 一266左.

㈲vgl.Nicklisch,H。1915.s.266左 。

㈲vgl.Nicklisch,H.1915.s.266左.

⑳vglNicklisch,H.1915.s.266左.
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つの大 きな効果の流れ(Wirkungsstrom),つ ま り,「 社会問題 に対す る配慮」〈【筆者補

足】原文 は戦争 に対す る配慮(KriegsfUrsorge)〉 と,価 値創造経済体の維持のた めに行

われて きた方策 に,区 分 する ことは,完 全 に論理的であ る㈱。前者 の社会 問題 〈【筆者補足】

原文 は戦争〉 に対す る配慮 は,人 間の存在(Dasein)を 直 接脅す,脅 威 に対 して非常 に有

効で ある し,後 者 は,主 に,価 値創造経済体の活動を危な くす る,社 会問題 〈【筆者補足】

原文 は戦争〉の影響 に対抗す るように作用す る69。

共通 して調整 され た方策が,同 時 に,直 接的 に,両 方向 に作用す ることは,こ れ によっ

て は,否 定 されず,す べ ての経済 体 での リス クの本 質 が統一 され てい る場 合(beider

WeseneinheitdesRisikos)1こ は,自 ず と与え られ る6①。

② 基幹設備 リスクと活動 リスク

更 に,着 眼点 は,常 に,優 先的 に,他 のために財を準備 す る,生 産経済体(Produk-

tionswirtschaft)に 向 け られ るべ きである。 このよ うな制 限によ り,わ れわれ は自らの

シェーマに戻 る。す なわち,そ こには,事 業 目的(Geschaftszweck)が あ る。 また,事

業 目的 に適 した,十 分 な,諸 力 と材料があ る。更 に,諸 力 には必 要な配備がな され る(be-

waffnen)べ きで ある。つ ま り,材 料 によ り目的を果 たす ことを,諸 力がで きるようにす

る,制 度(Einrichtung)が 準 備 され るべ きで ある。そ して,わ れわれは,設 備,「 設備資

産(Anlagevermδgen)」 と呼ぶが,資 産 の一部分 に与 え られる,諸 力 と材料の 目的 に適

合 した経済上での結合 は,あ る程度,必 要で ある61)。

経 済体 の設立 よ り前 に,特 に,そ の存在が発展す る経営の前提であ るよ うな経済体 ではそ

うで あるが,あ らゆる認識で きる可能性 につ いての考慮(BerUcksichtigung)と,ま た,

確 率の甚斗酌(Erwagung)に 従 って,品 質 と同様 に,数 量 に従 って,ま た,全 体 に対

す る構成(Gliederung)と 構 造(Aufbau)で,材 料(原 材料 と補助材料),諸 力(個

人 と非個人),並 びに,設 備 と道具 の間で,事 業 目的によ り条件付 けられた,正 当な関係

(Verhaltnis)が 見 付 け られ るべ きで ある。基幹設備(Grundanlage)で は まず 「計算課

㈹ 原 文 で は,以 下 の よ う に記 載 され て い る。 す な わ ち,現 在,荒 れ 狂 って い る戦 争 で 停 滞 して い

る活動 を,戦 争 リス クの意識 を薄 れ させ る ことに貢献 す る限 り,2つ の効 果の流 れ(Wirkungsstrom),

つ ま り,「 戦 争 に対 す る配 慮 」 と,価 値 創 造 経 済 体 の維 持 の た め に行 わ れ て き た 方 策 に,区 分 す

る こ とは,完 全 に論 理 的 で あ る(vglNicklisch,H.1915.s.266左 一266右)。

⑲vgl.Nicklisch,H。1915.s.266左 一266右.

㈹vgl.Nicklisch,H.1915.s.266右.

6DvglNicklisch,H.1915.S.266右.
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題(Rechenaufgabe)」 である。これ ら基幹設備はまず有能な成功の見込みの有るもの(fahiger

Erfolgtrager)と して,紙 面上で 〈【筆者補足】見積 もりによ り〉証 明 されるべ きである。

もちろん,こ の ような計算で は,健 全な経済の設立を もた らすべ きで あるな らば,既 に,

真 の活動の価値(wirklicherLebenswert)が,洞 察可能な専門知識 と経験の源泉か ら,

しっか り確認 され る(eingefuhrt)べ き であ る鋤。

しか し,こ れが前提 とされ うる所で も,設 立の後で,す べての脅威が排除 され るので は

な い。われわれの知識 は完全で はな い(StUckwert)し,全 く一世代(Menschenalter)

で の 経験 によ りすべての可能性を論 じ尽 くせ るもので もな い。 このた め,経 済体 は,慎 重

に査定 され た基幹設備で も,あ る程度 は危険で ある。 そこで は,基 幹設備か ら生 じ,計 算

上の特徴 を有す る リスク,つ ま り,基 幹設備 リスク(Grundanlagerisiko)は 持 続 して い

る。この基幹設備 リス クは,設 備の範囲 と給付能力が事業 目的の要求を上回 った り,ま た,

事 業 目的の要求 に達 して いな いとき,予 め用意 され た設備 と諸力が材料 に適合 してお らな

いとき,そ して,(価 値 と構成 によれば)順 応 しない とき,と にか く効果をあ らす。 そ こ

で は,基 幹設備 リスクは単純な数値(einfacheGr6Be)で は ない ことが示 され る㈹。

更 に続 いて,経 済体 は 自らの行 為(Tatigkeit)を 始 め る。 つま り,経 済体 は,設 備 と工

具 を用 いて,労 働 によ り,材 料で,機 械的か化学的な方法で事業 目的を達成す るた めに,

自 らの力 を展開す る㈱。 このよ うな活動(Betatigung)は,計 算 された結果,原 価価値

(Kostenwert),投 入 され た価値 の総額 を上 回る,価 値 の創造 を もた らす。 もちろん,こ

れが行われ るのか は,多 くの様 々な要素 に左右 され る。 これ らの 内,す べてが,生 産す る

経済体(produzierendeWirtschaft)の 意 思 に従 うので はない。 そ して,生 産す る経済体

の意思が適切で あると して も,期 待 され る成果が生ず るのか,あ るいは,全 く価値損失が

㈹vglNicklisch,H.1915.s.266右.

㈹vglNicklisch,H.1915.s.266右.

㈹ ニ ッ ク リッ シ ュは,「 経 済 的 経 営 学 』 で,「 この 経 営 経 済 学 の 中 心 点 に は,企 業 と経 営 が あ る」

(Nicklisch,H.1925.s.1.)と み な し,「 経 営 は,欲 求 の 充 足 の た め に設 定 した,共 同 の 目的 の

た め に,工 具,材 料 が 装 備 され た,作 業 現 場 で 活 動 して い る人 間 で あ る」(Nicklisch,H.1925.

S.36.;参 照 。 大 橋 昭 一・著(1966)『 ドイ ツ 経 営 共 同 体論 史 』 中 央 経 済 社1966年185頁;岡 本 人 志

著(1977)『 経 営 経 済 学 の 形 成 』 森 山 書 店1977年196頁;田 島 壮 幸1973.107頁;市 原 季 一 著

(1954)「 ドイ ツ経 営 学 」 森 山 書 店1954年67頁;大 橋 昭 一 稿(1996)「 序 論 ニ ッ ク リッ シ ュ経 営

学 の 発 展 と 展 開 」(大 橋 昭 一 編 著 ・渡 辺 朗 監 訳 『ニ ック リ ッ シュ の 経 営 学 』 中 央 経 済 社1996年

21-22頁)と 定 義 した 。 そ して,『 経 営 経 済 』 で は,「 経 営 経 済 学 の対 象 は,経 営 と呼 ば れ る,経

済 単 位 の 活 動 で あ る」(Nicklisch,H.(1932):DieBetriebswirtschaft,7。Aufl.,Stuttgart

1932.S.6.)と 規 定 した(参 照 。 大 橋 昭 一1966.203頁228-229頁;市 原 季一・1954.67頁;大 橋 昭 一

稿1996.6-7頁)。
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あらわれるのか とい う,十 分な可能性 が残 されてい る。そこでは,活 動のすべての部分

個 々の活動,個 々の評価,個 々の化学的な過程 は,こ れ らが,事 業 目的の達成 に貢献

す ることに対 して リスクが ある。他の リスクが,先 と同様 に,こ こで も示 され る。すなわ

ち,活 動 リスク(Betatigungsrisiko)で あ る。 この活動 リスクは,基 幹設備 による リス

クと して は少 ししか構成 されて いな い。つ ま り,こ れが含む,小 さな リスクグルー プの列

挙はこのことを証明 している。すなわち,調 達 リスク,生 産 リスク,管 理 リスク(Verwaltungs-

risiko)と 販 売 リス クがこれ に属 しているが,そ の際,管 理 リスクには信用 リスク(Kredits-

risiko)が 含 め られる㈲。

しか も,ま たここで は,再 び,す べての経済上の リスクが その最 も深 い本質で は統一体

(eins)で あ ることが強調 され るべ きで ある。 しか し,経 済体 の問題 の熟慮 に とり,基 幹設

備 リスクは活動 リスクとは区別 され るべ きで ある。つ ま り,と にか く,原 因が異な るた め

で ある。すなわ ち,前 者の基幹設備 リスクは,既 に明 らか に したように,計 算上の特徴を

有 し,後 者 の活動 リスクは活動での危 険(Fahrnis)に 対 応 して いる。 しか し,こ こでは,

リスクの統一体(Risikoeinheit)が 再 び示 され るべ きであ る。 とい うの は,基 幹設備で

は,活 動 において可能な,誤 った結果が,経 験が教え る規模で,予 想 され,考 慮 され,そ

の結果,こ の規模 を上回 ると,独 自の活動 リスクが初 めて現れ る㊨③。

しか し,更 に,活 動 リスクは処理(Behandlung)で 区 別 され る。すなわ ち,経 済活動

者(Wirtschaftende)が リスクに対 して保護 され(eindecken),保 証 される(sichern)

方 法 は,通 常,場 所(hierunddort)に よ りさまざまで ある。資本,設 備や材料が不足

すれ ば,こ れ らは調達 され るべ きで ある。 これ に対 して,個 々,あ るいは,全 体での活動

が効果的でな けれ ば,こ れ らは,そ の前提(Bedingung)と そ の経緯(Verlauf)で 調 査

され,改 善 され るべ きで ある。つ ま り,コ ン トロールが不足 して いるな らば,こ の ような

ものが導入 され るべ きで ある。 また,作 業方法が完全 に十分でな けれ ば,既 に雇用 されて

いる人(diealten)は 更 に教育 されるか,よ り良 い新 しい人 が投入 されるべ きである㈹。

もちろん,こ こで もまた同様に再び,さ まざまな リスクグル ープでの本質の統一性(Wesenein-

heit)が 強 調 され る(herandrangen)。 す なわ ち,作 業方法 は基幹設備の対象で あ り,事

業 目的が要求す る,活 動が,全 く簡単でな けれ ば,事 業 目的 によ り,諸 力,設 備 と材料の

間での関係 を条件 とす るため,そ うで あるべ きで ある。 そ して,基 幹設備での誤 った関係

㈹vgl.Nicklisch,H。1915.s.266右 一267左.

㈹vgl.Nicklisch,H.1915.s.267左.

㈲vglNicklisch,H.1915.s.267左.

-240(240)一



ニ ックリッシュによるリスク・マネジメントについての一・考察(牧 浦)

が,ま た,作 業方法での変更や,新 しい作業方法の採用 によ り,排 除 され ることは,可 能

で あ り,む しろ,通 常で は,も っとも らしい(wahrscheinlich)㈹ 。

しか し,基 幹設備 リスクと活動 リスクでの相違 は避 け られな い㈹。

③ リスクの原因と内容

どのように社会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉は,こ の シェーマに組み込ま

れるのか。要するに,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉により,特 殊な本質の リスク

は存在するのか⑩。

後の問いでは,語 られたことにより,わ れわれには答えは簡単と思われる。すなわち,

社会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の影響は,経 済の構成体(Gebiete)で は,人 間,さ

まざまな国の住民の,欲 求の充足を全 く危険にする。本質によれば,社 会 リスク 〈【筆者

補足】原文は戦争 リスク〉は全 く新 しいものではない。

しか し,原 因は特殊である。最も親密な原因は,経 済の領域ではな くて,む しろ,政 治

の領域にある。たとえば,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の勃発でともに作用する,

経済上での対立は,純 粋な政治上での思考過程(フ ランス人の報復,汎 スラブ主義)に 関

連 した,政 治上での領域での回 り道において,初 めて因果関係に引き入れられる⑳。

社会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の影響の克服のために,適 宜に方策を採用するこ

とを思い留まるため,特 別なリスクが形成されるときには,原 因は幾分異なる。この場合,

社会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉に対 して経済上での原因の一部(Teiluesache)

が生ずる。 しか し,こ のような社会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉は,政 治上

での原因,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉を引き起こす原因により,初 めて効果を

現わす。後者の社会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉を引き起こす原因が主要な原因,前

者の経済上での原因は副次的な原因である。そこでは,従 って,こ れにより,わ れわれの

初めの帰結(Ergebnis)に 関しては全 く変りはない⑫。

しか し,結 果の領域では,何 も(wieder),他 のリスクグループとの相違は存在 しない。

社会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉は,経 済体では,上 記(1と2)で 既 に特

㈱vgl.Nicklisch,H.1915.s.267左 一267右.

㈹vglNicklisch,H.1915.s.267右.

⑩vgl.Nicklisch,H。1915.s.267右 。

⑳vgl.Nicklisch,H.1915.S.267右.

⑫vglNicklisch,H.1915.s.267右.
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徴付 け られ た,す べての見取 り図(GrundriB)に 従 ってのみ,作 用す る⑱。

一方 で
,社 会 リス ク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リス ク〉 は,材 料 の側 面に従 って,作 用

す る。 これ は,国 内経済を,外 国の材料を加工す る限 り,仕 入れ先か ら,完 全 に,あ るい

は,部 分的 に,分 離す る。 その他の材料の調達 に対 して,社 会問題 〈【筆者 補足】原文 は

戦争〉が正常な価値形成を妨 げ,価 格が困難 にコン トロール され ることによ り,特 殊な リ

スクが生ず る。 同様な困難 は,ま た,多 くの事業部門で,販 売 に対 して も生ず るσの。

他の側面で は,ヒ トの力の引 き抜 き(Entziehung)が 生 ず る㈲。

あ らゆるこれ らの結果(Folge)は,制 度 の,完 全 な,あ るいは,部 分 的な利用拒否 や,

設 備の給付能力 とその利用の間での誤 った関係で あるが,こ れ らは,よ り長 く続 く程,そ

の存在能力 において,よ り強 く作用す る⑯。

経済体の活動で は,そ の他 よ りも,よ り予測で きるように振 る舞 うべ きで ある。今や,

非 常 に多 くの取引(活 動期間)で,今 まで以上 に損失 に脅か され,こ の損失 は,個 々の場

合 に対 して,平 均 して,よ り大 き くな る㈹。

そこでは,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 は,基 幹 設備 リスク と活動 リス クの増

大で現れ る⑱。

結果(Folge)は,罹 災者の範囲(Grenze)の 拡 大で ある。正 常な 〈【筆者補足】原文 は

平和〉な時で あれ ば,確 固,か つ,確 実(festundsicher)に 存 在 す る,経 済体 で さえ,

今 や,こ の罹災者の 中にいる。連 邦政府(Bundesrat)は,今 年 〈【筆者補足】1915年 〉 の

8月4日 の経済方 策を強化す る法律 の第3条 に基 づ き,彼 らに対 して,「 破産手続 きの回

避の ための事業監査(GeschaftsaufsichtzurAbwendungdesKonkursverfahrens)」

の 採用 によ り配慮 して いる⑲。

既 にその前 に,信 用不足(Kreditnot)が 起 こっている(einsetzen)。 信 用制度で は,

不 信 は特別な役割をす る⑳。

単な る用心 とは大 いに異な り,こ の ような心理的な要素 は,全 く,弊 害(Obel)を,増

加 させ,増 幅す るように(vervielfaltigend),作 用 す る。不幸 にも,こ こで特 にこれを縮

㈲vgl.Nicklisch,H.1915.s.267右.

㈹vglNicklisch,H.1915.s.267右.

㈲vglNicklisch,H.1915.s.267右.

㈹vgl.Nicklisch,H.1915.s.267右.

⑰vglNicklisch,H.1915.s.267右.

⑱vgl.Nicklisch,H。1915.s.268左 。

⑲vgl.Nicklisch,H.1915.s.268左.

⑳vglNicklisch,H.1915.s.268左.
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小 す るの に適切な,2つ の事実が存在す る。一方 で,こ れ は,社 会 問題 の主要発生 国 〈【筆

者補足】原文 は戦争 指導 国〉 と,長 期的,あ るいは,一 時的 に無関係な国 〈【筆者 補足】

原文 は中立 国〉の間での政治上 での関係(Beziehung)に つ いての将来 の展 開(Gestaltung)

を洞 察 させず,そ うでない と,ま た,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 の出来事 の経

過 は予測 できな い とにか く,社 会 問題 の勃発 〈【筆者 補足】原文 は戦 闘〉 の開始 以前

(展 開時期 では(inderAufmarschzeit))予 測 で きな い ため,あ らゆる心配な報告の

機会 を与え る限 り,当 て はまる⑱1)。

信用 リスク(Kreditrisiko)は,こ の ような理 由か ら,社 会問題 〈【筆者補足】原文 は戦

争〉の存在の間で は,特 に高 い程度で予測不可能性を有 し,こ のた め,こ の ような時期で

は,事 業上で は,非 常 に困難 にのみ行動 させ られ る。 ここか ら,個 人の信用を育成 し,事

業資金 を上回 って,国 家か ら,地 方 自治体,あ るいは,通 商代表者(Handelsvertretung)

に よ り,リ スクの予測不可能性の程度か ら説明 され る,特 別な保証資本を与え る,特 殊な

信用機関,社 会問題貸付金 〈【筆者補足】原文 は戦争貸付金庫(Kriegsdarlehnskasse)〉,

特 に しか も,社 会問題信用銀行 〈【筆者補足】原文 は戦争信用銀行(Kriegskreditbank)〉

の ための基礎が生ず る鋤。

社会 リスク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リス ク〉が作用す る,領 域 の描写 に よ り,唯 一の

特徴が特 に明 らか にされ るべ きで ある。 まず,既 に他の関係で言及 された予測不可能性で

ある。 その程度 は,本 来の社会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 の行為 が開始 される前 に,

動 員(Mobilimachung)と 社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉の発生の布告の直後 に,

最 高 にな る。 この程度の変化を示す,曲 線 は,最 高点で始 まる㈹。

社会 リス ク 〈【筆者補足】原文 は戦 争 リスク〉 の規模 は,予 測 不可能性 の程度 に左 右 さ

れ ない。 社会 リスク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リス ク〉 は小 さいが,し か し,前 者 の予測

不可能性の程度 は高 い。 そ して,反 対 もある。 また,社 会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉

の期間 中の規模の展開 も,計 算可能性 によ り左右 されな い鴎。

すべての事業部門 は,特 殊な構成(Zusammensetzung)と 程 度(H6he)で,社 会 リス

ク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉を有する。そこでまた,個 々の事業部門内でも,個 々

の事業でもそうである。つまり,ど のような状態で,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉

⑳vglNicklisch,H.1915.S.268左.

働vgl.Nicklisch,H。1915.s.268左 。

㈱vgl.Nicklisch,H.1915.s.268左.

⑳vglNicklisch,H.1915.s.268左.
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の体験が,事 業に指導者を採用させるのか,ど れ程の人数で,他 の人々に対 しては何を採

用させるのかなどということを行わさせるのかが問題になる㈲。

また,個 々の国にとり社会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉は異なる㈱。反面,

外部だけではなくて,む しろまた,内 部の経済と政治の状況が,リ スクの規模に影響す

る⑳。

しか し,わ れわれの社会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉がどのような大 きさ

であるのかと同様に,少 な くとも,外 部からの賠償(Entschadigung)に より,算 定可能

な価値損失の埋め合わせをわれわれに求める,社 会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リス

ク〉を全体 としての国民が負担できること,終 わ りまで社会 リスク 〈【筆者補足】原文は

戦争 リスク〉を負担させ られることをわれわれは知っている劔。

2社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉での資産の評価

初めと同様に,以 下の考察では,継 続 して2つ の異なる時点で相互に区分されるべきこ

とが確認されるべきである。すなわち,

帳簿が締め切 られる時点(こ れは,締 め切 られるべき事業期間が終了する時点である

が,)を,わ れわれはαと呼ぶ。

それか ら,決 算の作業(AbschluBarbeit)が 終了する時点で,こ の時点で貸借対照表が

作成されるが,わ れわれはこれをβと呼ぶ㈹。

純粋な貸借対照表が作成される前に,事 業期間の経過後,締 め切 り期限後に,ま だ多 く

の作業が処理されるべきであるため,β は常にαの後にある⑲①。

資産の評価は,異 なる基準に基づいて,ま さに,α かβか,両 者が社会問題 〈【筆者補

足】原文は戦争〉の時期に生ずるのかにより,行 われる。われわれは,社 会問題 〈【筆者

補足】原文は戦争〉の時期との関係を特徴のあるケースで区分 しようとする㊦D。

1で は,α とβ,こ れにより,ま た全体の決算(AbschluB)は,社 会問題 く【筆者補足】

㈲VglNicklisch,H.1915.S.268左.

㈹ 原 文 で は,続 け て,以 下 の よ う に 記 載 さ れ て い る 。 す な わ ち,「 ま た,個 々 の 国 に と り 社 会 リ

ス ク 〈【筆 者 補 足 】 原 文 は 戦 争 リ ス ク 〉 は 異 な る。3つ の 前 線 で 戦 う,ド イ ツ は,英 国 と は 異 な

る リ ス ク を 有 す る 」(Nicklisch,H.1915.s.268左 一268右)。

⑳vgl.Nicklisch,H.1915.s.268左 一268右.

㈹vglNicklisch,H.1915.s.268右.

㈹vgl.Nicklisch,H。1915.s.268右 。

㊤①vgl.Nicklisch,H.1915.s.268右.

㊤DvglNicklisch,H.1915.S.268右.
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原文は戦争〉の外にあるが,常 に,β は時間上では社会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉

の勃発時期に近い。株式会社では,し かも決算は終了できるが,株 主総会はまだ開催され

ておらないため,取 締役 と監査役で確定された利益分配案の変更が,社 会問題 〈【筆者補

足】原文は戦争〉の影響を考慮 して,ま だ可能である囎。

しか し,通 常の株主総会が済んでいると想定 しても,配 当金はまだ支払われていなけれ

ば,以 下の日程で臨時株主総会を招集する,最 後の可能性はまだ残されている。すなわち,

古い決議の廃止と,社 会問題引当金 〈【筆者補足】原文は戦争引当金〉の分離のための

利益の新 しい分配 〈【筆者補足】がまだ残 っている〉。

株式会社の経済形態の採用では,こ のような関係は,こ れが他の形態で最終結果が本質

上異なることな しに,最 も良 く,明 らかになる㈱。

その他では,ケ ース1に 等 しいが,2,す なわち,締 め切 られるべき期間は,社 会問題

〈【筆者補足】原文は戦争〉の始 りの前にある。そして,こ のため,こ こでも,先 と同様,

問題が現れる。すなわち,

このようなケースでは,評 価において社会 リスク 〈【筆者補足】原文は戦争 リスク〉は

進んで考慮されうるのか図。

3で は,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の影響が考慮 されるべきであることは疑

えない。

ここでは,両 時点が社会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の期間の内にあ り,従 って,

締め切 られるべき時点にとっても,そ うである㈱。

4で は,ま だ,決 算の作業が終了していない前に,正 常な状況 〈【筆者補足】原文は平

和〉が到来 したため,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉が計算に組み込まれるべきか,

自由に評価できるのかは疑問である⑲㊧。

ケース5は,決 算に係わるものが,社 会問題 〈【筆者補足】原文は戦争〉の期間の外に

ある。ここでは,本 質上では,損 益計算についてのみ言及されるが,し か し,損 益計算が

評価作業に左右される限 りではな くて,む しろ,損 益計算が継続される事業で生ずる利益

と損失を算定する限 りである㈱。

働vglNicklisch,H.1915.s.268右.

㈱vgl.Nicklisch,H.1915.s.268右 一269左.

㊤のvglNicklisch,H.1915.s.269左.

㊤粉vgl.Nicklisch,H。1915.s.269左 。

㈹vgl.Nicklisch,H.1915.s.269左.

⑳vglNicklisch,H.1915.s.269左.
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しか し,利 益勘定 と損失勘定の単な る管理 と,こ のような勘定での継続 した金額(Posten)

の 発 生 は,決 算作業 に属す るので はな い し,決 算作業の一部分で もな い。

この ため,こ の ような ケー スは以下の説明の ためには除外 され る。

1
1

(∠

魯」

4
.

5

α β

α β

α β

α β

βα

この場合 には1か ら4ま でのみが考察 され る。

ケース1-2。 す なわち,ま ず,た とえ,本 来 の決算期 間がまだ社会 問題 く【筆者補足】

原文 は戦争〉 の期間で生 じていな くて も,社 会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 が より以

前の期間(altePeriode)の 決 算で確か に考慮 され るべ きことが確認 され るべ きで ある。

品行方正 な ビジネ スマ ンは,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉が生ず る将来 の予想 さ

れえな い(unberechenbar)状 況 で 自らの会社(Firma)を 維 持 しようとす るな らば,こ

の ように行動すべ きで ある㊤㊨。

考慮の ためには2つ の方法(Weg)が 存 在す る。

1.α 日の価値での財の評価 と,財 産 目録(lnventar)の 外 での,す なわ ち,開 示 され

た社会 問題 引当金 〈【筆者補 足】原文 は戦争 引当金〉 の形成 による利益分配 での,社 会 リ

スク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リス ク〉 の考慮。

2.時 点 αとβとの間での状況 の展 開(Gestaltung)を 考 慮 した評価。 これ によ り,

通 常の営業利益(Geschaftsgewinn)は,さ もな くば開示 された社会 問題 引当金 〈【筆者

補足】原文 は戦争引 当金〉で留保 され た総額(gebrachteSumme)に 一 致 した,金 額だ

け,個 々の資産部分の価値の控除 によ り,減 少す る。

目標 は,一 方で は利益分配の方法(We)か,他 方で は評価の方法で達成 され る㊤9。

これ ら両方法 は,わ れわれの株主権(Aktienrecht),あ る いは,同 様な ものの制定 によ

り拘束 されて いな い,す べての会社 には開かれて いる。 しか もまた,株 式会社 にとって も

㈱vgl.Nicklisch,H.1915.s.269左.

働vglNicklisch,H.1915.s.269左.
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両 者 は可能で ある。利益分配 における恐れの ある危険(drohenderGefahr)に つ いての

考慮の方法 は,株 式会社 にとって も,否 定 されな い。 そ して,評 価 にお ける直接的な考慮

の方法 は,た とえ,特 定の可能な部分 に対 して,α の時点で与え られ る,価 値で評価す る

ことが,商 法典第261条 が 明確 に規定 していて も,可 能 である。 とい うのは,こ れによ り,

この限界 を越え ることは禁止 されて いるが,こ の限界を下回 ることは禁止 されて いな い。

引用 され た文章 は,調 達価値,あ るいは,製 造価値 が αでの時価 を下 回るケースに対 して,

後 者 を規定 して いる⑩。

ケース3で は,1-2で の ように,今 まで説明 され た問題 が,指 導 的な役 割を しな い。

時点 αはここで は社会問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 の期 間にある。 そ して,こ のため,

他 の もの,す なわ ち,価 値を どの大 きさに設定す るのかが重要 にな る㈹。

この問 いの答え には特別な困難 はな い。

また,こ れ に対 して2つ の可能性が ある。すなわ ち,一 定の関係の下で困難な課題を解

決す るか,解 決を延期 して,評 価が行 われ るべ き時点 を,価 値の確定 に対 して社会 問題

〈【筆者補足】原文 は戦争〉 によ り制限 され た障害が もはや存在 しな い時,つ ま り,次 の正

常な 〈【筆者補足】原文 は平和〉 な時期 に,延 期す るかである㈹。

と りあえず,こ の後の可能性を 〈【筆者補足】考 える〉。

これ に対 して,既 に,新 しい時点 αを,余 りに長 い間延期 した くな いとき,事 情の状態

に従 って(nachLagederDinge)規 定 され るべ きでな いと述べた。だれ も,い つ正常

〈【筆者補足】原文 は平和〉が訪れ るかを はっき りとは知 らな い㈹。

その後で,事 業で は,活 動の共通 した リズムが失われ始 める。 同一の時間間隙,事 業期

間の規則的な繰 り返 しは姿を消す。 これ には他の ものが関係 して いる。すなわ ち,人 為的

に延長 された事業期 間が提供す る数値 は,た だ ちに,他 の事業期間の数値 と比較 できない。

確か に,簿 記,あ るいは,統 計での方策が,こ の ような弊害を予防す るた めに,併 行 して

採用で きる。 しか し,こ れ は,す べての経済体で はな くて,多 くの経済体でのみ,行 われ

る。 今 まで のよ うに事業 期間 を維持 し,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉 の時 には,

決 算貸借対照表の代わ りに,単 な る中間貸借対照表を形成す ることが,最 も簡単で ある。

在庫の多様性 によ り,財 産 目録の困難を有す る,百 貨店 とその他の経営 にと り,こ れ は,

㈹vglNicklisch,H.1915.s.269左 一269右.

qoDvgl.Nicklisch,H。1915.s.269右 。

㈹vgl.Nicklisch,H.1915.s.269右.

⑬vglNicklisch,H.1915.s.269右.
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まさに商法典第39条 第3項 で認 め られて いる。 もちろん,あ ち らこちらで相違 はある。引

用 され たケースで は,中 間年度 に対 して,正 確な数量確定(〈 【筆者補足】実地棚卸 しによ

る〉在庫有高 による帳簿有高の コン トロール)は 断念 され るの に対 して,わ れわれのケー

スで は,数 量の確定 は困難を示 さな いが,評 価 は中止 され る。 これ によれ ば,こ こで は,

中間貸借対照表 において,試 算表(Rohbilanz)の み が問題 にな り,こ のた め,利 益の間

に合 う表示(ausreichendeDarstellung)が な いため,利 益分配 は不可能で ある㈹。

これ に対 して反論 す るような根拠 な しに,個 人商 人では,突 発 した社会問題 〈【筆者補

足】原文 は戦争〉の考慮で評価が好都合 にな るとみえて も,し か し,こ のた めに,事 業か

ら支払手段(Mittel)は 全 く引 き出され るべ きで はな いため,こ の ような方法を選択す る

という欲求 はほとん ど規制 されな い。 その際,ま た,所 有者が,過 剰 に好都合な利益報告

によ り,通 常 よ り多 くを分配す るように唆 されな いことが,前 提 にされ る。個人の合名会

社(offeneHandelsgesellschaft)で も同様で ある㈹。

これ に対 して,株 式法(aktienrechtlicheRegel)に 従 って活動す る会社で は,特 に,

異 な る。

そこで は,過 大 に報告 され た利益のケー スで は,過 大な配 当を決議 し,支 払 い,こ れ に

よ り,会 社 が確実 な活動 に必要 な支払手段(Mittel)が,会 社 か ら長期 的に引き出される,

危 険が迫 って いる。 ここで は,簡 単 に,状 況が十分 に洞察 され るまで,企 業家の利害 と株

主の利害の間での困難な調整を長期 に延期す るという考えが生ず る。 これ は,も ちろん,

配 当を非常 に長 く待 ち,も しか した ら,投 げ売 りで は,ま た相場変動 による損失を被 らな

けれ ばな らな い,株 主 よ り,企 業 にとって,よ り多 く役立つ㈹。

中間貸借対照表か らは全 く配 当が分配 されな いため,社 会 問題 の発生時での決算書 く【筆

者補足】原文 は 「戦争貸借 対照表」〉 の代 わ りに,中 間貸借対照表 を作成 す る,先 に言及

した手続 きを株式会社が用 いる(bedienen)と き には,様 相(Bild)は 異 らな い(m。

そこで は,こ の ような解決で は,株 主 は完全 に配 当な しに残 され る。そ して,こ れ は,

確 か に,わ れわれの経済活動の復興能力を促進す るの に適 した,事 実で はな い㈹。

今や,他 の可能性があ る。 すなわ ち,評 価は延期 されないで,む しろ,社 会 問題 く【筆

(⑳vgl.Nicklisch,H.1915.s.269右.

⑯vglNicklisch,H.1915.s.269右 一270左.

qoΦvgl.Nicklisch,H。1915.s.270左 。

(1⑫vgl.Nicklisch,H.1915.s.270左.

㈹vglNicklisch,H.1915.s.270左.
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ニ ックリッシュによるリスク・マネジメントについての一・考察(牧 浦)

者 補足】原文 は戦争〉の発生時 に,事 業期間の決算が実施 され る㈹。

この ため,す べての価値 が流 れ,正 常 な価値形成(Wertbildung)が 実 行 されない時に,

確 定 された開始 点が と りあえず設定 され る。 開始 点は,社 会問題 〈【筆者補足】原文 は戦

争〉の影響 をまだ被 ってお らな い 日,つ ま り,社 会 リス ク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リス

ク〉が まだ有効 にな っていな い 日の価 値有高(Wertstand)に よ り開始 され るべ きで あ

る㈹。

年 間での社 会問題 〈【筆者 補足】原文 は戦争〉 か ら解放 された時期 の時価か ら計算 すれ

ば,こ れ によ り,個 々の価値形成 に影響す ることが あ りうる,付 随の影響が調整 され るた

め,平 均値が よ り良 いで あろうω。

このよ うな正 当な価値か ら始 めれば,社 会 リスク 〈【筆者補足】原文 は戦争 リスク〉 は

相場の下落で は評価 され るべ きで ある。しか し,こ の ような値下 げは,そ の比率 関係 では,

様 々な価値 に対 して は統一 されて いな い。 また,有 価証券の ような完全 に大 きな グルー プ

に対 しても統一 されていない。企業,国 家,有 価証券により義務付けられた,共 同体(Gemeinde)

は,社 会問題 〈【筆者 補足】原文 は戦争〉 によ り,様 々な強 さで脅 か され るため,社 会 リ

スク 〈【筆者 補足】原文 は戦争 リス ク〉は個 々の有価証券 では異 な って現 れ る。 また,商

品で も,個 々の種類が,国 民 と支配者(Heer)の 維 持 のために,異 な った程度で必要で あ

り,そ の取引(Handel)と 流 通(Verkehr)で は,社 会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争〉

の孤立化 させ る作用 によ り不均一 に巻 き込 まれ るため,そ うで ある㈹。

この ような相場の下落の割合 は型 に填 め込む(schematisieren)こ と は難 しい。 それ に

もかかわ らず,最 低で も,同 一の有価証券,同 一の商品が,異 な る経済管理(Wirtschafts一

leitung)に よ り,ほ ぼ同様 に評価 され る,あ るいは,最 低 で も,評 価 され うる,保 証 は与

え られ るに違 いな い㈹。

もちろん,こ れ は,次 の もの と異 な る ものには到達 できない。 すな わち,通 商代 表者

(Handelsvertretung)は,専 門評価委員会(sachverstandigeBewertungskommission)

と,こ の ような評価委員会の作業の結果が知 られて いることに対 して配慮す る。助言 と決

定(BeratungundFestsetzung)で は,相 互の財の価値の関係,相 互の依存関係が跡づ

(1⑲

ql①

qlD

(1②

⑬

vgl.Nicklisch,H.1915.s.270左.

vglNicklisch,H.1915.s.270左.

vgl.Nicklisch,H。1915.s.270左 。

vgl.Nicklisch,H.1915.s.270左.

vglNicklisch,H.1915.s.270左 一270右.
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け られ るべ きで あるω。

社会 問題 〈【筆者補足】原文 は戦争 〉の発生時で の価値 の流通可能性 と,そ の形成 の不

規則性 は作業 をかな り困難 にす る㈹。

今 まで述 べた ことは,正 常 な 〈【筆者 補足】原文 は平和 な〉 時に取引所価値 や市場 価値

を有す る,資 産部分が問題 にな る限 り,と にか く妥 当す る㈹。

他 の 循 環 す る資 産 部 分 の評 価 は,価 値 が 現金 の よ うに読 み 取 れ な い 限 り,ネ ッ ト

(Netz)に よ り,こ のよ うに構成 される評価 の支柱(BewertungsstUtze)を 常 にかな り簡

略化す る㈲。

ベル リンの ビジネ スマン団体の役員(DieAltestenderkaufmannschaftinBerlin)

は,有 価証券で は,6月25日,あ るいは,そ れ以前 の 日の相場か ら始 め,社 会 リスク 〈【筆

者補足】原文 は戦争 リスク〉の保証(Deckung)の た めに相場の下落を確定す るという提

案 を した。最近,も ちろん,こ の ような考え は再 び弱 まって いるω。

ただまだケース4が ある。価値 は時点 αよ り,時 点 βで は,共 通 して よ り高 い(11帥。

ここで は,調 達価値,あ るいは,製 造価値が よ り低 くな い限 り,会 社 は,時 点 αでの価

値有高により株式を評価すべきである。取引所が常に閉鎖され,取 引所相場と市場価格の

ある程度正常な展開が常に中止されているな らば,算 定では再び困難が存在する。だが,

先に言及 した,同 じ専門評価委員会は,α のための評価を,後 の,正 常な 〈【筆者補足】

原文は平和な〉時での適当な時点により後で実施する。個人商人と個人の合名会社は,評

価では,法 律上では自由であり,ま たケース4で も,株 式会社に対 して要求されるものと,

非常に相違 しないように,経 済と政治上の理由か らうまく行動する(12の。

お わ り に

本稿では,わ れわれは,企 業外部に起因する戦争を始め,自 然災害,経 済制裁,法 律改

正などにより発生する諸問題を 「社会問題」とみな し,社 会問題に起因するリスクを社会

qlOvglNicklisch,H.1915.s.270右.

⑮vglNicklisch,H.1915.s.270右.

(llΦvgl.Nicklisch,H.1915.s.270右.

⑰vglNicklisch,H.1915.s.270右.

ql鋤vgl.Nicklisch,H。1915.s.270右 。

㈲vgl.Nicklisch,H.1915.s.270右.

⑳vglNicklisch,H.1915.s.270右.
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ニ ック リッ シ ュ に よ る リス ク ・マ ネ ジ メ ン トにつ い て の 一・考 察(牧 浦)

リスクと呼 び,ニ ック リッシュの論文 「戦争 中の支払 いの流れ」を用 いて,社 会問題が全

体経済 と個別経済での支払 いの流れ に対 して及 ぼす影響を概観 した後,小 冊子 「事業 にお

ける戦争 リスクと戦争決算書の ための資産の評価』を ほぼ全訳 しなが ら,社 会問題 と社会

リスクにつ いて考察 した。

ところで,周 知の ように,ニ ック リッシュの経営経済学 の課題 は,「 価値の流れ」 と 「組

織の問題」 であるが(llD,前者 の 「価値 の流 れ」 は,第 一次世界大戦 に より再認 識 された問

題で あ り,「 組織の問題」 は,第 一次世界大戦後 の経 済復興か ら再認識 された問題 であ る

とわれわれは考 え る。 本稿で検討 した,「 価値の流れ」の問題 に関す るニ ック リッシュの

著作 は,第 一次世界大戦(1914年7月14日 ～1918年11月11日)中 の,1915年 に公表 された。

この点,「 価値の流れ」の問題 は,1912年 の著書 『一般商事経営学』で,収 益性(Rentabilitat),

準 備 金(Reserve),財 務 上の均衡(finanzielleSicherheit)な どの概念を用 いて,検 討 さ

れ たもので あるが,第 一次世界大戦が,支 払 いの流れを阻害 し,財 務上の均衡を脅か し,

準 備金 を取 り崩 し,収 益性 を悪化 させ る もの として,ニ ックリッシュの 目には映 った㈹。

この ため,小 冊子 『事業 における戦争 リスクと戦争決算書の ための資産の評価』が 出版 さ

れ たとわれわれ は推察す る。 しか し,1922年 に公開 した 「経済的経営学』(第5版)で は,

戦 争 に関す る記述 は陰を潜 めて,1912年 の 著書 『一般商事経営学』か ら継続 して きた,資

産 の構成 や評価 の問題 も含 めて,「 資産の組織」 とい う章 を設 けて,ニ ック リッシュは検

討 して いるql諭ω。

他方,「 組織 の問題」 については,1920年 に著書 『組織論』が公開 され た。 しか し,そ

の後,同 年,1920年 に,雑 誌 「商業学 と商事実践(ZeitschriftfUrHandelswissenschaft

undHandelspraxis)」 に,論 文 「組織(Organisation)」 と 「組織一般法則(DiegroB

enOrganisationsgesetze)」 が 公表 されて いる㈹。そ して,ニ ック リッシュは,1922年 に,

qlD参 照 。 吉 田 和 夫 著(1995)『 ドイ ツ の 経 営 学 』 同 文 舘1995年13頁

ωVgl.Nicklisch,H.(1911):GrundsatzefUrFeststellungundBeurteilungderRentabilitat

undfinanziellenSicherheitprivatwirtschaftlicherUnternehmungen,angewandtauf

unsereGroBbanken,in.ZfHH.1911/12.S.4左u.S.9右.

ωVgl.Nicklisch,H.1922.S.114-169.

ω な お,ニ ッ ク リ ッ シ ュ に よ れ ば,財 務 上 の 均 衡 維 持 は,資 本 金 や 株 主 資 本 で は な くて,準 備 金

に よ り 保 証 さ れ る も の で あ り(Vgl.Nicklisch,H.(1910):ReservenundfinanzielleSicherheit,

in.ZfHH.1910/11.S.305左 一S.305右u.S.306右.),「 会 社 の 財 務 上 の 安 全 性 は,準 備 金 に よ り 与 え

ら れ る 限 り,全 体 資 本 の 総 額 に 対 す る 準 備 金 の 総 額 の 割 合 に よ り 現 わ さ れ る 」(Nicklisch,H.

1910。S.307左)。

㈲Vgl.Nicklisch,H.(1920b):Organisation,in.ZfHH.1920/21.S.13左 一S.19左.;Nicklisch,H.

(1920c):DiegroBenOrganisationsgesetze,in.ZfHH.1920/21.S.169左 一S.173左.
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『経済 的経営 学』(第5版)で,分 業,特 に,テ ー ラー システムを検討す るために,「 労働

の組織」 という章 を新 たに設 けたqlゆ。 そ して,1920年 の 著書 『組織論』 は,1922年 に第2

版 が 出版 され,1922年 に第5版 と して公開 した 『経済的経営学』 は,1925年 に第6版 と し

て改訂 され た。われわれ は,こ の史実か ら,ニ ック リッシュは,組 織一般論を ある程度 は

展開で きたが,経 営組織論 と して具象化で きたのか につ いて疑問視 して いる。

われわれの問題意識 は,こ の ような改訂が繰 り返 され たという史事 に基づ くだ けで はな

い。 われわれ は,ニ ック リッシュの経営経済 学の課題であ る,「 価値 の流 れ」 と 「組織の

問題」が相互 に密接 に関連 して お り,1932年 に主著 『経営経済』が 出版 された後で も,分

業経済体制下での 「企業の統制」を考え ると,益 々,両 者の緊密な関係を重視せ ざるを得

な くな ったと考え る(⑳。

因み に,本 稿で検討 した小冊子 「事業 における戦争 リスクと戦争決算書のた めの資産の

評 価』 に も,「 価 値 の 流 れ」 と 「組 織 の問 題」の 密 接 な相 互 関 連 を確 認 で き る。 この

点,経 済体 を,価 値創造経済体 と消費(家 計)経 済体(Erzeugungs-undVerbrauchs-

(Haushalts-)Wirtschaft)に 大 別 し,前 者の価値創造経済体 には,設 備資産を有す る生

産経済体(Produktionswirtschaft)と と もに(llゆ,商業 に従事す る(handeltreibende)経

済 体が含 まれ るとニ ック リッシュはみなす(12帥。 また,す べての経済体 に対 して,経 済 リス

ク(Wirtschaftsrisiko)の 全 く共通 した形式が妥当 して いること,つ ま り,価 値創造経

済体 と家計経済体での リスクの本質(Wesen)が 統 一体(ein)で あ る こと,す なわち,広

義の唯一の経済 目的,つ ま り,人 間の欲求充足 に対す る脅威で あるとニ ック リッシュは主

張す る㈹。 しか し,ニ ックリッシュによれば,リ スクの本質で は相違が存在す る。 具体的

には,家 計経済体で は,リ ス クにより,人 間は 自らの存在(Dasein)を 直 接的 に脅か され

るの に対 して,価 値創造経済体で は,自 然人(physischePerson)で はな くて,経 済体の

活動が問題 にな るが,価 値創造経済体の活動が破滅すれ ば,ま ず その所属者,す なわ ち,

qlΦVglNicklisch,H.1922.S.83-113.

㈲ な お,手 元 に あ る,ニ ック リ ッ シ ュの 最 後 の 論 文 は,「 平 和 と 戦 争 で の 損 耗 と 資 本 削 減 」

(AbnUtzungundKapitatilgungimFriedenundimKriege,in.DBW.1940.)で あ る。 彼 は,

通 常 の 会 計 手 続 きで 重 視 され る 「減 価 償 却 」(Abschreibung)と は異 な る もの と して,損 耗 と資

本 削 減 を 説 明 して い る。 わ れ わ れ は 生 活 の 維 持 を 最 高 目的 とみ な し,生 活 の 手 段 と して,組 織

特 に,国 家 や 企 業 を 考 察 す るが,考 察 の 対 象 に社 会 問 題 を 含 め るべ き 時 代 に到 達 して い る こ とは

確 か で あ る。

㈲vgl.Nicklisch,H。1915.s.266右.

㈲vgl.Nicklisch,H.1915.s.265右.

㈹vglNicklisch,H.1915.s.266左.
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所 有者(lnhaber),従 業 員(Angestellte)と 労 働者の家計経済体が危な くな る。更 に,

崩 壊 は,ま た,生 活 に必要な資源を そこか ら直接,あ るいは,間 接 に引 き取 る,使 用者 に

も,は っき りと感 じられ る㈹。

また,価 値創造経済体で生ず る リスクを,基 幹設備 リスク(Grundanlagerisiko)と 活

動 リスクに大別 し,前 者 の基幹設備 リスクは,材 料(原 材料 と補助材料),諸 力(個 人 と

非個人),並 びに,設 備 と道具 の間で,事 業 目的によ り条件付 け られた関係(Verhaltnis)

か らの不均衡 によ りもた らされ るもので,品 質,数 量,全 体 に対す る構成 と構造か ら検討

され うるとニ ック リッシュは主張す る㈹。 他方,後 者の活動 リスクは,人 の経営活動 に係

わ る リスクで あ り,調 達 リスク,生 産 リスク,管 理 リスクと販売 リスクが これ に属 して い

るが,そ の際,個 々,あ るいは,全 体での活動が効果的でな けれ ば,こ れ らは,そ の前提

とその経緯で調査 され,改 善 され るべ きで あると して,コ ン トロールが不足 して いるな ら

ば,こ の ような ものが導入 され るべ きで あるとニ ック リッシュはみなす。 また,作 業者 に

よる管理者 に対す る不信感を前提 に して,管 理 リスクに信用 リスクが含 められ ると述べて

いることや,作 業方法が完全 に十分でな ければ,既 に雇用 されて いる人は更教育 され るか,

よ り良 い新 しい人 が投入 されるべきであ るとニ ック リッシュは説明す る㈹。 この点,価 値

創造経済体の リスクを大別す ることは疑問視 され るか も しれな いが,た とえ ば,過 剰在庫

や資材の在庫切れな どは,基 幹設備の加工能力 との不一致 による,基 幹設備 リスクの顕在

化 とみなせ る し,た とえ ば,従 業員の スキルや熟練の不足 によ り,装 置の誤作動が発生 し

た り,材 料の発注や納期の誤 りで生産活動や販売活動が停滞すれ ば,活 動 リスクが顕在化

したとみなせ る。 しか し,た とえ ば,流 れ作業か らセル生産方式への転換な どを考えれ ば

明 らかで あるが,ニ ック リッシュの考察 は,ヒ トとモノの係わ り方,特 に,作 業集団の価

値観や文化,既 存の装置や取引先の クセな どにつ いて修得す る組織特殊的 スキルを検討す

る レベル には至 って いな い。

ところで,わ れわれ は,東 日本大震災で,地 震,津 波や原発事故 による強制的な操業停

止 を経験 した。 この点,ニ ック リッシュが主張す るように,個 々の経済体か,す べての経

済体での リスクを問題 にす るのか によ り,リ スクに対処す る方法 は,異 な るべ きで ある。

また,企 業 自らの活動 に原因が あ る リスク と,社 会 問題 を原 因 とす る リス クに大別 すれ

ば(llΦ,社会 リス クは,国 内での個別経済体 を,海 外の材料を加工 す る限 り,仕 入 れ先 か ら,

㈹vglNicklisch,H.1915.s.266左.

qlカvgl.Nicklisch,H。1915.s.266右.
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完全 に,あ るいは,部 分的 に,分 離 させ る。 その他の材料や部品の調達 に対 して,社 会問

題 は正常な価値形成を妨 げ,価 格が困難 にコ ン トロール され ることによ り,特 殊な リスク

が生ず る。 同様な困難 は,ま た,多 くの事業部門で,販 売 に対 して も生ず る。そ して,人

材の引 き抜 き(Entziehung)が 生 ず る(ll,。反 面,社 会 リスクの唯一の特徴で ある予測不可

能性か ら,運 にまかせ ることは,経 営活動で は許 されな い。われわれ は,商 品が コモデ ィ

ティ化 され,ロ ジスティクスでの インター フェー スが統一 され るにつれて,自 社の経営活

動が原因 とはみなせな い,社 会 問題 によ り,リ スクを負担す る可能性が増加 し,そ の被害,

損 害額 も増加す る傾向が顕著 にな って いる現況か ら,国 民の生活 に必要な全体需要を上回

るような過剰投資を控えて,余 剰資金で異分野へ進 出す るために,新 製品開発 と従業員教

育 を積極的 に推進す ることを提案す る。 また,経 済活動で は好況 と不況が交互 に発生す る

ことは周知の事実で あるが,好 況期 に成果を全額配 当す ることは,た とえ ば,株 主が当該

会社の株式購入を最 も有利な投資機会 と考えて いるな らば,非 常 に,矛 盾 した行為を会社

に要求 して いることにな る。つ ま り,自 らの生活 に必要な資金を上回 る配当金を受 け取 る

と,当 該会社 に再投資す る必要が生ず る。反面,企 業家が,必 要な投資資金を控えて,配

当金 に充 当す ることは論外で ある。なぜな らば,内 部 に留保 して,再 投資す る ことによ り,

株 価 は増大 し,株 主 は持 ち株を証券市場で売却す る方が,配 当の受 け取 りよ り,税 の負担

か ら考え ると有利で あるか らで ある。更 に,企 業家 は,内 部資本調達 した資金で,多 角化

を図 った り,海 外進 出 して いるな らば,為 替 リスクのヘ ッジをす ることは当然の責務で あ

る。 もちろん,ニ ック リッシュが主張す るよ うに,国 家か ら,自 治体 や通商代表者(Han-

delsvertretung)に よ り,リ スクの予測不可能性の程度か ら説明 され る,特 別な保証資本

を与え る,特 殊な信用機関を活用 して,国 民の生活を安定 させ ることは必要で ある㈹。

な お,社 会 リスクが顕在化 したとき,中 間決算を して,配 当を延期す るか,決 算をす る

か は当該会社 にと り重要な問題で あるが,有 価証券や商品な どに対 して,専 門評価委員会

(sachverstandigeBewertungskommission)を 設 立 して,損 害の規模の 目安を呈示す る

必要が あるとわれわれ は考え る。

㈹vglNicklisch,H.1915.s.267右.
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